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愛知大学現代中国学部創設10周 年 一一一一一一

2007年 、愛知大学現代中国学部は創設10周 年を迎えた。現代中国学部は、世界で

も初めての中国に関する専門的な教育と研究を行い、多くの分野で国際的に活躍する

人材を育成することを目的とし、すでに1200人 以上の卒業生を輩出 している。

さる2月3日 、現代中国学部創設10周 年を記念 して、本学車道校舎において記念講

演会と同窓会発足式が行われた。記念講演会では 「これからの日本と中国 現代中国

学部の10年 」を掲げ、本学部より加々美光行教授の 「現代中国学部創設期の理念 と格

闘」、服部健治教授の 「アメリカから見た日本 と中国」があった。続いて、全日本学

生中国語弁論大会第1位 の伊藤えりさんが 「為了活出個自己的様子」、全日本中国語

スピーチコンテスト全国大会第1位 の伊藤佳壽子さんが 「跳出排他性民族主義的圏

子」 と題する中国語スピーチを行い、満場の喝采を浴びた。そして、朝 日新聞 ・テレ

ビ朝日報道ステーションの加藤千洋氏が 「21世紀の日中関係一若者に期待すること」

と題 して記念講演を行ったが、その中で、先の2人 の学生のスピーチに賛辞を送っ

た。記念講演会終了後、現代中国学部同窓会発足式が開かれ、多くのご来賓の挨拶を

いただいた後、1期 生の向川俊弘さんを会長とする同窓会が正式に発足した。

※学生の中国語スピーチ全文を次頁以下に掲載する。

261


